
１ 主題構成表 

主題名「くじけず努力する」（小学校・高学年） 資料名 「自分で考えなさい－高木 貞治」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■ 内容項目 １－（２） 
 より高い目標を立て、希望と勇
気をもってくじけないで努力す
る。 

■ 内容項目から見た
児童の実態 

（意識） 
・スポーツ選手や著名人
等の姿に憧れ、自分な
りの夢や希望をもっ
たり、目標を立てたり
して、頑張ろうという
気持ちがある。 

・自分なりの目標を立て
るものの、途中であき
らめたり、安易に目標
を変えたりするなど、
目標達成のために粘
り強く取り組もうと
する意識に弱さがみ
られる。 

（要因） 
・自分なりの目標をや
り遂げた達成感や、
充実感を十分に感得
していない。 

・自分には無理だとい
う決め付けた考え方
がある。  

・目標は立てるものの
その場やその時の雰
囲気に流されてしま
う心の弱さがある。  

■ 価値の分析 
・あきらめず努力することは、目標
達成のために強い願いをもち続
け、粘り強く取り組むことであ
る。 

・高学年になると、高い理想を追い
求め、ある人物の生き方にあこが
れをもったり、自分の夢や希望が
膨らんだりする時期である。この
ことから、様々な生き方への関心
を高め、くじけずに希望と勇気を
もって取り組むことが大切であ
り、強い意志と実行力を育ててい
くことが必要である。  

・この時期の子どもたちには、夢
や希望の実現のために、より高
い目標を設定することが見受け
られる。しかし、そのための努
力は長続きしないことがある。 

・そこで、常に目標と向き合い、
粘り強く取り組むことが達成に
つながり、自分自身を向上させ
ていくことに気付かせるととも
に、目標に向かって着実に前進し
ていこうとする心情を育ててい
く。 

■ ねらい 
強い意志をもって粘り強く取り組むことで達成感や充実感が得られ、あきらめずにやり遂げる

ことが自信となり困難を乗り越える力となることに気付き、より高い目標に向かって前進しよう
とする心情を育てる。 

■ 展開の構想 
・食事をしている時も、学校の行き帰りの時で
も、時間さえあれば夢中になって数学の問題
に取り組んだ結果、難問を解いた貞治の気持
ちを考えることで、粘り強く取り組んだこと
で得られる達成感に気付かせる。 

・教授から教えを受けることができなかった貞
治が、そこで諦めず自分自身でやりぬくこと
を決心した姿から、意志の強さに気付かせる。 

・誰も解くことができなかった「類体論」に取
り組むことをテーマとした主人公の実行力の
素晴らしさを感じながら、あきらめずやり遂
げることが困難を乗り越える力になっていく
ことに気付かせる。 

 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○食事をしている時も、学校の行き帰りの時
でも、時間さえあれば夢中になって考えて
難問が解けた時、貞治はどんなことを思っ
たでしょう。 

○わからない問題について、フロベニウス教
授に教えを受けようとしたが「これはおも
しろい問題だ」とだけ言われた貞治は、ど
んなことを思ったでしょう。 

◎１００年も前から誰も解くことができなか
った「類体論」を解くことをテーマとした
のは、どんな思いからでしょう。 

○高木貞治氏の生き方から学んだことは何で
すか。ノートに書いてみましょう。 

■「私たちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 
（活用の仕方）本時の学習の内容を家庭に伝え、「希望と勇気をもってくじけずに」（Ｐ.１８

～２１）を家の人と一緒に読んだり書いたりしながら、振り返る。 

■ 資料の分析 
・本資料は、分からない問題につ
いても、自分の力でやりぬこう
としたり、誰も解くことができ
ない問題にも取り組もうとし
たりするなど、高木貞治氏の生
き方から、目標達成のためにた
ゆまぬ努力をすることの大切
さについて考えることができ
る。 

・高等学校において、数学の先生
から出された問題を、食事の時
も、学校の行き帰りの時も時間
があれば夢中になって考える
貞治の粘り強い姿を捉える。 

・大学において、分からない問題
について教えを受けようと教
授に尋ねたが、「これはおもし
ろい問題だ」とだけ言われた
時、貞治にはそこであきらめる
ことなく、自分の力でやりぬこ
うと決意する強い意志が生ま
れたことに気付かせる。 

・誰も解くことができなかった
「類体論」を解くことをテーマ
とし、何日もかかって繰り返し
検討し、孤独との闘いを続ける
主人公の姿から、自分自身の今
後のよりよい生き方について
の自覚を深めることができる。 

 


